
珠洲市 石川県 金沢大学

準備

・対象者の選定、協力
依頼
・撮影日時・場所の
段取り

・経費負担、業務委託
・対象者選定（高校生）
・市（立会）、金大（活動
日時）との調整

・活動候補日時の
提示

実施
・立会
・撮影補助

・立会
・撮影補助

・インタビュー（学生）
・撮影、補助（随行教員）
・証言の要約

公開
・未定 ・公開用に編集・加工

・HP公開
・論文等に活用

令和6年能登半島地震被災者・支援者証言収集事業

被災者等から証言を収集し、被災の経験から得た教訓・ノウハウ等を、
今後の防災対策や防災教育等に役立てる

（地震発生時、それぞれの立場・状況で、どのように判断し、行動したのか）

目 的

せっかく活動するのであれば、

能登の関係人口の拡大につなげるとともに、地震の記憶を次世代に継承したい
石川県

活動主体 大学生

珠洲市からの申し出もあり、金大の協力のもと、令和６年度に試験的に実施
※対象者：3３名（区長、警察、消防、学生等）

内 容

＜スキーム＞ ＜実施風景＞

撮影、補助
（随行教員）

インタビューワー
（大学生）

立会者（市 or 県）

対象者

収集時間：約1時間／撮影：動画（定点）

事前に珠洲市か
ら、

・対象者の立場
・証言して欲しい
テーマ

などを聞いて、
インタビュー実施 対象者は、インタビューの途中でフラッシュバックする

可能性があり、慎重かつ丁寧な対応が求められるため、
インタビューは、学生単独では行わない。



R6年度 活動実績（HP掲載）

https://noto-archive.pref.ishikawa.lg.jp/story/
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R6年度の取り組みを踏まえて、R7年度は、証言収集を望む市町と連携して活動

※七尾市、輪島市、志賀町、能登町、穴水町

１. 証言者の選定

県

被災市町１

被災市町５

・
・
・
・

依頼

依頼

回答

回答

R7.3～4月頃

• 県が、「証言者の選定」を市町に依頼

• 市町が、証言者を選定し、県に回答
→4月中旬段階

（輪島18名、七尾7名、志賀15名、穴水10名、能登13名）

※市町が希望する対象人数を把握し、
実施計画に反映することが目的 ２. 参加を希望する大学ゼミ募集

「1」の後、R7.4～5月上旬頃

• 大学コンソーシアムが募集
→R7.4月下旬に第１回部会で事業の再周知

• 戦略広報課も、参加の可能性がある
大学ゼミに声掛け
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３. 申込みのあった大学ゼミ選定

• 大学コンソーシアムが、参加申込みの
あったゼミを選定（非公開）

• 県、大学コンソーシアムが、選定した
大学ゼミ・学生を対象に、実施セミナー
を開催
→証言収集にあたっての注意事項など
（被災者との接し方等）

「2」の後、R7.5～6月頃

４. 活動日時の調整

市町とのやり取りが発生するため、シンプルな
連絡体制を構築 →日程変更、証言収集場所の変更等

R7.7月頃

県も入り、やり取りについては、
適宜フォロー

被災市町１

大学コンソ 窓口・責任者

大学ゼミA 大学ゼミ5

被災市町5

・・・・

①

②

①

② ③③

④ ④

①： 活動可能な候補日時を提案
②： 活動可能な候補日時を打診
③： 対象者と調整した活動日時・場所の通知
④： 活動日時・場所の通知

・・・・
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5. 証言収集活動

• 大学ゼミが活動
（基本、教職員＋学生2名のチームで実施）

学生が証言収集（2名ほど）
教職員が録画・録音

• 現場には、市町の担当者も立ち会い

R7.8、9月頃を中心に活動

６. 原稿作成

• 大学ゼミが活動の記録を元にホームページ
原稿を作成

様式は石川県が指定したものを使用

R7.10、11月頃

７. 委託料精算

• 報告書・請求書の提出
基本的に精算払い

R7.12月頃

 【お問合せ】
 公益社団法人大学コンソーシアム石川
 地域連携専門部会
 TEL    076-223-1633
 Email　kadai@ucon-i.jp
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